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第２回保護者交流会「はあとふるタイム」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

地域

相談 

訪問 ０ １７ １５ １４ １０ １５ １９ １５ 

来校 ０ ２ ０ １ ２ ２ １ ２ 

合計 ０ １９ １５ １５ １２ １７ ２０ １７ 

 

今年度２回目の保護者交流会「はあとふるタイム」を１１月１日（水）に開催しました。今回は、卒業生の

保護者３名と中学部の保護者３名に参加していただきました。卒業生の保護者からは、卒業後の生活や就労

などの具体的な話がたくさん出ました。参加された保護者の皆さま、本当にありがとうございました。はあと

ふるタイムで話題になったことを紹介します。是非ご家庭で話題にしてみてください。 

次年度も「はあとふるタイム」を実施する予定です。話を聞くだけでも構いません。ぜひ気軽にご参加く

ださい。地域支援センターはあとふるでは、校内の保護者の方の教育相談（校内相談）を随時受け付けてい

ます。詳しくは、学校のホームページ「地域支援センターリーフレット」をご覧下さい。 

 

【進路について】 
 事業所選びについての話題がありました。
同じ就労移行支援事業所でも、場所によって
合わないと感じ変更する人、また新しい事業
所ができた場合、事前に情報収集し、事業所を
変更した人という話がありました。 
 また、行きたくなくても「行かない」 
と言えない、頑張らないといけないと 
いう意識を変えることの難しさについ 
ては、私自身も考えさせられる話題で 
した。 
  

【公共交通機関の利用について】 
高等部で実施している産業現場等における実習
や、就労アセスメント、自力通学など、公共交通機
関を利用できると、就労場所等の選択の幅が広が
る、という話は、以前の通信でもお伝えしました。
今回のはあとふるタイムではさらに具体的な話が
出ました。 
磐越西線にはワンマン電車の時間帯があります
が、乗る時はボタンを押さないとドアが開かないこ
と、降りる時は一番前の車両のドアしか開かないそ
うです。これは一緒に乗ってみないと分からないこ
とですね。 
また、電車が止まった時や遅れた時の対応につい
ての話も出ました。自分で周囲の方に聞くことがで
きるのは強みですが、そうでないお子さんの方が多
いのではないでしょうか。そういった場合に備え
て、一人で出かける時に携帯電話を持たせる、ヘル
プカードを持ち物につける等の工夫をされている
という話を聞くことができました。中には、カプセ
ルトイで公衆電話の模型を手に入れ、電話のかけ方
を教えたことがあるというご家庭もありました。 
何回も一緒に練習して対応できるようになった
というお話が印象的でした。 
 

 
 

＜R５相談支援件数＞ 

【成人になることについて】 
 成年年齢引き下げになって２年目になりま
した。在学中に成人になりますが、成人になる
と、今まで保護者の名前でできていた契約等
が、本人の名前でないとできなくなるという話
題が出ました。成人を迎えてからする更新、契
約、割引等をする際は注意が必要ですね。 
 
 
  


